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道の駅拡張整備 複合遊具等設置工事（設計・施工一括） 

公募型プロポーザル優先交渉権者選定審査要領 
 

１．趣旨 

この審査要領は、道の駅拡張整備 複合遊具等設置工事に係る公募型プロポーザル（以下「本

プロポーザル」という。）における優先交渉権者の選定にあたり、道の駅拡張整備 複合遊具等

設置工事（設計・施工一括）公募型プロポーザル実施要領（以下「実施要領」という。）に定

めるもののほか、必要な事項について定めるものとする。 

 

２．委員会 

優先交渉権者等の選定は、道の駅拡張整備 複合遊具等設置工事公募型プロポーザル審査委員

会（以下「審査委員会」という。）において行う。なお、審査委員会は非公開とする。 

 

３．審査対象者 

本プロポーザルの審査対象となる事業者は、実施要領に定める参加資格要件を満たし、参加

表明書（様式第２号）及び企画提案書一式を提出した企画提案者に限る。 

 

４．審査方針 

優先交渉権者の選定は、本審査要領に基づき審査を行い、優先交渉権者及び次点者を選定する。 

 

５．審査 

⑴ 実施日 

令和７年10月３日（金） 

⑵ プレゼンテーション及びヒアリング 

提出された企画提案書の内容を説明するため、次により、プレゼンテーション及びヒアリ

ングを行う。 

① 時間・会場 

本審査対象者に別途通知する。 

② 所要時間 

準備        ５分以内 

プレゼンテーション 25分以内 

質疑        15分程度 

③ 出席者 

５名以内（パソコンの操作員を含む。） 

④ プレゼンテーションの方法 

パワーポイント等の画像の投影については、その内容が企画提案に合致し、提案内容の

理解を助けるものである場合に限り使用を認める。その際、スクリーン、プロジェクター、

マイク、ケーブル（ＨＤＭＩ）及び電源コンセントは市で用意するが、パソコン、その他

必要な機器等は各企画提案者が用意すること。 

 

別紙２ 
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⑶ 審査方法 

提出された企画提案書に基づき、参加表明書の提出順にプレゼンテーション及びヒアリン

グを実施し、実施要領「企画提案書評価基準」に基づき、総合評価点が最も高い企画提案者

を優先交渉権者として選定し、第２位を次点者とする。ただし、総合評価点の最高得点を獲

得した企画提案者が複数あった場合は、委員の投票で決する。 

また、審査対象者が１者のみで、審査基準点が６割以下の場合は、審査の結果「該当者な

し」とし、再度本プロポーザルを行う場合がある。 

⑷ 審査結果の通知及び公表 

審査結果については、本審査に参加した企画提案者全てに郵送にて書面で通知するととも

に、市ホームページにおいて公表する（優先交渉権者名及び企画提案者総数）。 

 

６．評価方法 

下記の「企画提案書評価基準」により審査を行う。 

評価項目 評価の内容 
個別 

配点 

評価 

配点 

１ 
コ ン セ プ ト ・ 

インクルーシブ 

道の駅拡張整備のコンセプト（「三世代が楽しめる道

の駅」）に合った、独創性のある魅力的な提案となっ

ている。 

１５ 

２５ 

障がいの有無や年齢、性別、体格などに関わらず、誰

もが利用しやすく、楽しめる遊具となっている。 
１０ 

２ 
エリアトータル 

コーディネート 

多様な利用者の遊びの特性や安全性、動線に配慮し活

動的な遊びと静的な遊び、休息・交流といった区分に

よる整備を計画している。 

１５ 

２５ 「道の駅拡張整備 施設整備工事」で見込んでいるゴム

チップ舗装、植栽、ベンチ等の配置提案について、利

用者や保護者、介助者が利用しやすいよう配慮してい

る。 

１０ 

３ 遊 具 等 の 構 成 

子どもたちの五感や好奇心を刺激し、様々な能力の成

長につながる多種な遊具が、要求水準以上に提案がさ

れている。 

１５ 

２５ 
多人数又は一人遊びが好きなど、自分のスタイルに合

わせて遊びが選択できるよう様々な遊びの要素や幅広

い難易度の遊具を提案している。 

１０ 

４ 安全に対する配慮 

遊具等の設置について、安全性が十分配慮されている。

また、遊具等の素材について、耐候性、耐久性、衛生

面等に配慮して選定している。 

５ 

１０ 

遊具での絡まり、引っ掛かり、落下、挟み込み等、予

期せぬ事故への対応が検討されている。 
５ 

５ 維 持 管 理 

遊具等の劣化軽減や耐久性に配慮された素材での提案

となっている。 
５ 

１０ 
遊具等の施設修繕や部材交換等のメンテナンス性に優

れている。 
５ 

６ 自 由 提 案 
遊具エリアの魅力が向上するような積極的な追加提案

又は独自提案となっている。 
５ ５ 

合   計 １００ 
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７．評価及び点数の算出 

各審査委員は、前項の評価項目ごとに、次表に定める評価基準に基づきＡ～Ｅの５段階によ

る評価を行う。※各審査委員の持点は同点とする。 

事務局は、前項の評価項目ごとの配点に、前述の５段階評価に対する係数を乗じて点数を算

出する。 

評価 評価基準 係数 

Ａ 極めて良好 1.00 

Ｂ 良好 0.80 

Ｃ 普通 0.60 

Ｄ やや不十分 0.40 

Ｅ 不十分 0.20 

 


